
 

 

1｜               ｜研究員の眼 2020-03-19｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

 

 

先日の拙稿では、弊社が昨年７月に実施した「認知症介護家族の不安と負担感に関する調査1」の結

果から、認知症の方の介護を担う家族介護者の困りごとと負担の状況について概観した結果、家族介

護者の困りごとや負担感は、要介護者の認知症の状況や家族介護者自身の要介護者との同居の状況、

要介護者の同居家族の有無によりそれぞれ異なること、認知症が進むに連れ、理解や対処に関わる心

身の負担が増すことを示した。また、家族介護者は心身の負担のみならず、収入の減少という形で経

済的にも負担を強いられていることも示された。 

本稿では、引き続き家族介護者の経済的な負担の面に焦点をあてた結果を示す。 

 

介護費用の負担者 

はじめに、要介護者の介護費

用の負担者についてみると、全

体では「要介護者が全額負担」が

62.8％と６割を占めて最も多

く、「あなたが一部を負担（折半

を含む）」（22.2％）、「あなたが全

額または大半を負担」（12.2％）

の順となっている（図表 1）。こ

れを要介護者の居所別にみる

と、有料老人ホームなどで「要介

護者が全額負担」が 68.6％と７

 
1 調査概要は以下の通り。 
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図表 1 介護費用の負担者 
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割近くを占めて高く、介護保険施設入所中、病院・診療所入院中で「あなたが一部を負担（折半を含

む）」（24.3％、25.6％）が４分の１を占めて高くなっている。 

 

要介護者の介護費用 

要介護者の介護費用についてみると、全体では一時費用2が 51万円、月々の介護費用 2が 75,600円

となっている（図表 2）。要介護者の居場所別にみると、一時費用は介護保険施設入所中で 60 万円、

月々の介護費用は有

料老人ホームなどで

165,900円と、それぞ

れ高くなっている。ま

た、認知症の日常生活

自立度別では概ね認

知症が進行するほど

高くなる傾向にあり、

Ⅳ以上では一時費用

が 80万円以上、月々の介護費用が 10万円以上とそれぞれ高くなっている。 

 

家族介護者が負担している費用 

要介護者の介護費用について、一部でも負担している方を対象に、介護費用のうちの負担割合につ

いてみると、全体では 45.6％となっている

（図表 3）。要介護者の居場所別にみると、

その方のご自宅では 51.0％と５割を超え

て高く、認知症の日常生活自立度別ではⅡ

－ｂで 49.5％と最も高く、Ｍ（48.1％）、

Ⅱ－ａ（47.2％）の順で続いている。 

前述の介護費用とあわせると、全体では

家族介護者は、一時費用として 232,500円、

月々の介護費用として 34,500 円を負担し

ていることになる。 

一方、これらの介護費用以外にも家族介護者は交通費や通信費、ごみの処理費用など様々な費用負

担が求められる。家族介護者および配偶者が負担した一時的にかかった介護費用や月々の介護費用以

外の負担額についてみると、全体では 11,900円となっている（図表 4）。要介護者の居場所別にみる

と、有料老人ホームなどで 22,600円と高く、次いでその方のご自宅（18,100円）、病院・診療所入院

中（15,000円）の順となっている。認知症の日常生活自立度別にみると、Ⅱ－ａで 36,800円と高く、

 
2 「一時費用」は住宅改造や介護用ベッドの購入など一時的にかかった費用の合計、「月々の介護費用」は公的介護保険の

自己負担分やその他の介護サービス費用など月々支払っている介護費用を指す。 

図表 2 介護費用 
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図表 3 家族介護者の介護費用負担割合 
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Ⅳ（18,900円）Ⅱ－ｂ（10,700円）の順で

続く。ただし負担の程度別では「あなたが

全額または大半を負担」では 17,700 円、

「あなたが一部を負担（折半を含む）」では

10,400円となっている。ただし負担額のバ

ラツキの程度を表す標準偏差は、全体では

62,600円、「あなたが全額または大半を負

担」が 81,000円、「あなたが一部を負担（折

半を含む）」は 54,600円となっていること

から、負担額は回答者による個人差が大き

い。 

 

介護資金の出所 

家族介護者が拠出している介護資金の出所についてみると、全体では「月々の生活費の中から」が

74.1％で最も多く、「自分たちの老後資金や介護資金として蓄えてきたもの」（24.1％）、「余裕資金と

して蓄えてきたもの」（19.2％）の順となっている（図表 5）。負担の程度別でみると、全額または大

半を負担では「自分たちの老後資金や介護資金として蓄えてきたもの」が 32.5％と３割を超えて高く、

要介護者自身が介護費用を準備できていない場合には、自身の老後資金や介護資金の蓄えを取り崩す

必要に迫られる可能性が高いことがわかる。 

 

このように、認知症の方の介護費用はその

方の居場所や認知症の進行度合いによって

も異なり、一時費用として 30～50万円、月々

の介護費用としては数万円から十数万円が

かかっている。これらの介護費用は、要介護

者自身が負担している場合が多いものの、家

族介護者自身についても少なからず負担し

ている状況にあり、なかには全額または大半

を家族介護者自身が負担している場合もあ

ることが示された。実際の負担額について

は、回答者ごとのバラツキが大きくなってい

るものの、一時費用として 20万円程度、月々の介護費用として３万円程度の負担になるほか、介護費

用以外の諸費用としても既に数万円程度の負担がかかっている。こうした家族介護者の介護費用負担

は、月々の生活費から捻出している方が大半を占めているものの、自身の老後資金や介護資金を取り

崩して賄っている場合もあるようである。このように、自身の老後資金や介護資金の取り崩しを迫ら

れる状況は、自身の生活設計に与える影響も大きいといえよう。 

次回は引き続き同じ調査の結果を用いて、家族介護者が必要とする情報ニーズについて概観した結

図表 4 家族介護者が負担した一時的にかかった 

介護費用や月々の介護費用以外の負担額 
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図表 5 拠出している介護資金の出所 

 

74.1

24.1

19.2

6.3

1.9

73.3

32.5

18.9

9.1

3.3

74.5

19.1

19.8

4.0

1.2

0 20 40 60 80

月々の生活費の中から

自分たちの老後資金や介護

資金として蓄えてきたもの

余裕資金として

蓄えてきたもの

介護のために以前

から蓄えてきたもの

その他

全体

(N=686)

全額または大半

を負担(n=243)

一部または折半

(n=424)

％



 

 

4｜               ｜研究員の眼 2020-03-19｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

果を示す。 

 


